
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信No.188】 

 

【協議会第六代会長，盛土等防災対策検討会，JGS 発表会 DS-10，市民講演会，東北見学会，JGSお知らせ】 

今年も各地で梅雨時季に入り，スッキリしない天候が続いておりますが，みなさまにはお元気にご活躍の

ことと存じ上げます。2022 年度の地盤品質判定士検定試験の受験申し込みは，いよいよ 6月 30 日までと迫

りました（https://jiban-jage.jp/guidance.html）。お近くの方々へのお声がけをどうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 

１．協議会第六代会長に三村衛先生が継続就任 

 

 2020 年 6 月より地盤品質判定士協議会第五代会長をお務めいただいておりました三村衛会長が，6 月 14

日に開催されました地盤工学会の通常総会をもちまして任期満了を迎えました。このたび，地盤品質判定士

協議会の組織の独立性と健全化を目指して，本協議会長を地盤工学会長が兼任するという従来の制度を見直

し，組織改革を行いました。引き続き第六代会長を三村衛先生にお願いすることになりました。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

詳細は下記をご覧ください。 

https://jiban-jage.jp/jage.html 

 

２．「盛土等防災対策検討会」（第１回）を開催 

 

国土交通省都市局都市安全課が，2022 年 6 月 10日に下記の発表を行いました。 

昨年７月の静岡県熱海市で発生した土石流災害を踏まえ、危険な盛土等を全国一律の 

基準で包括的に規制する「盛土規制法」が 5 月 27日に公布されました。農林水産省及 

び国土交通省は、法の施行に向け、有識者等により盛土等の安全基準のあり方等を検討 

することを目的として、盛土等防災対策検討会を設置し、第１回検討会を下記のとおり 

開催します。 

１．日 時 ：令和４年６月１５日（水） 13:30～16:30 

２．場 所 ：中央合同庁舎２号館低層棟共用会議室２（オンライン会議との併用） 

３．委 員 ：別紙のとおり 

４．議 事 ：・盛土規制法について 

・規制区域について 

・技術的基準について 等 

詳細は下記をご覧ください。 

https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi06_hh_000079.html 

 

３．第 57回地盤工学研究発表会（DS-10）「地盤品質判定士への期待と将来の発展」開催案内 

 

◆開催日：2022 年 7月 21 日（木）9:00～12:15 

◆開催場所：朱鷺メッセ 第 9 会場（中会議室 201B（2階）） 

◆内容： 

https://jiban-jage.jp/jage.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi06_hh_000079.html


１．発表① 9:00～9:50 司会進行：利藤房男（地盤品質判定士会幹事長） 

【発表】9:00～9:35 

・一般社団法人地盤品質判定士会の将来の発展に向けて *北詰 昌樹  

・一般市民からの宅地の地盤相談と相談員登録制度について 

 *原 勝重、石橋 貢、立花 秀夫 

・中国地方の地方公共団体に対する地盤防災の取り組みに関するアンケート調査 

*金子 治、橋本 光則 

・地盤品質判定士会関西支部の相談対応能力向上に向けた施策 

*八谷 誠、大島 昭彦、中岡 時春、太田 英将、諏訪 靖二、植田 康宏、藤原 照幸、小野 諭、門田 浩一、

久保田 耕司、近藤 政弘、奈須 徹夫、藤田 安秀、上本 秀之、尾方 武文  

・神奈川における宅地地盤市民相談の増加とその対応状況 

*立花 秀夫、高橋 一紀、山田 岳峰、福田 靖浩、細倉 摂央 

【討議】9:35～9:50 

２．発表② 9:50～10:40 司会進行：森友宏（地盤品質判定士会幹事） 

【発表】9:50～10:25 

・横浜南部・鎌倉周辺地域の大規模盛土の特徴と地盤災害リスクについての考察 

*山田 岳峰 

・熱海の投棄残土の流動化に関する考察 *利藤 房男 

・SWS 試験のスクリューポイント貫入による周辺地盤への圧力伝達範囲 

*森 友宏、土倉 泰、関 崇夫 

・宅地防災関連事業における地盤品質判定士の新たな役割 *門田 浩一 

・地盤品質判定士の最近の動向と今後の展開に関する私見 *小田部 雄二 

【討議】10:25～10;40 

休憩：10:40～10:50 

３．ディスカッション(10:50～12:15) 

司会進行：利藤、森 

【話題提供①】10:50～11:30 

佐藤真吾（株式会社復建技術コンサルタント） 

（仮称）2022 年福島県沖地震の宅地被害から得られた知見 

～2011 年東日本大震災における再度災害防止対策の効果～ 

【話題提供②】11:30～12:15 

門田浩一（パシフィックコンサルタンツ株式会社） 

（仮称）最新の宅地防災関連事業の動向を踏まえた地盤品質判定士の役割 

 詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-4971/ 

 

４．第 57回地盤工学研究発表会(新潟)「一般市民向け講演会」開催案内 

 

地盤工学会（新潟大会）の市民向け講演会に関して，下記の通り開催いたしますので，奮ってご参加くだ

さい。 

◆講演テーマ：(仮)新潟県内の宅地地盤被害と宅地地盤調査の重要性 

◆開催日時：7 月 23 日(土) 

◆内容 

https://hanteishi.org/post-4971/


 ・14:40-15:30 (仮)新潟県の地盤特性を踏まえた宅地地盤の注意点 

      講師：オムニ技研株式会社 久保田宏 代表取締役社長(地盤品質判定士) 

 ・15:30-16:20 (仮)お金の面から考える宅地地盤調査の重要性 

      講師：前橋工科大学 森友宏 准教授(地盤品質判定士) 

◆開催場所：新潟日報メディアシップ貸会議室(定員 100 名) 

※現地開催のみで，オンラインはございません。 

◆参加費用：無料 

◆申込方法：事前申込はございませんので、直接会場までお越しください。 

※会場の関係で定員が 100 名となっておりますので、先着順とさせて頂きますので、ご了承ください。 

 詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-4975/ 

 

５．「仙台市大規模盛土造成地の地震被災地見学会」のご案内（東北支部） 

 

主催：一般社団法人 地盤品質判定士会 東北支部 

後援：公益社団法人 地盤工学会 東北支部 

公益社団法人 土木学会 東北支部 

公益社団法人 日本地すべり学会 東北支部 

わが国では，南海トラフ地震，日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震，首都直下地震などの大規模地震の発

生が切迫しております。政府は国民の生命・財産を守り，災害に屈しない強靱な国土づくりを進める目的で，

「防災・減災，国土強靭化のための 5か年加速化対策」の一環として「大規模盛土造成地等の耐震化に向け

た対策」を推進しております。 

大規模盛土造成地等の耐震化に取り組むためには，被害発生メカニズムとともに，どのような場所や条件

下で被害が発生しているのかを予め理解しておく必要があります。 

2011 年東日本大震災では，宮城県仙台市内において 5,728 箇所で甚大な宅地被害が発生し，160 地区で大

規模盛土造成地の滑動崩落対策工事が行われました。また，今年（2022 年）3 月 16 日に発生した福島県沖

地震においても，仙台市内で宅地被害が数多く確認されております。 

 この度，仙台市内の大規模盛土造成地の宅地被害のメカニズムを，現地見学をしながら学ぶ機会を設けさ

せていただきましたので，ご案内申し上げます。 

◆日時：令和 4 年 7月 28 日（木） 10時 30分～17 時 00 分  

◆募集人数：40人 ※申し込み先着順で，定員に達し次第締め切らせていただきます 

◆参加費：会員 5,000 円 非会員 7,000 円（消費税を含む） 

     注：会員には，後援団体および地盤品質判定士協議会の組織団体の所属者含む 

◆申込み方法：地盤品質判定士会ホームページ（https://hanteishi.org）の講習会申込フォームから入室して

必要事項を記載し，送信下さい。 

◆申込締切り日時：令和 4 年 7 月 21日（木） 17 時 

◆参加費納付方法： 

・申込書に記載の指定口座に 7 月 21 日（木）までに納付してください。 

・なお，振込手数料は申込者のご負担でお願い致します。 

・受講キャンセルに伴う参加費の返却は原則として行いませんので，予めご了承下さい。 

◆参加方法： 

・JR 仙台駅前集合後，貸し切りバスでの移動となります。 

・服装：スニーカー等を履き，身軽な服装でご参加下さい。なお，公道上からの視察となりますのでヘルメ

https://hanteishi.org/post-4975/


ットは不要です。 

・熱中症対策や雨具等は各自，ご持参ください。 

◆内容： 

10：00 【集合】 

・JR 仙台駅 東口 観光バス乗降場 

10：30～12:00 【事前学習】 

・東日本大震災における仙台市造成宅地被害の概要 

・仙台市造成宅地の地震被害メカニズム 

・大規模盛土造成地の被害地区と無被害地区 

・再度災害防止のために実施した対策工の概要 

・その他（大規模盛土造成地の豪雨被害ほか） 

12：00～13:00 休憩（※昼食は各自でご用意ください） 

13：00～17:00 【地震被災地視察】 

・全体すべり地区 

・のり面すべり地区 

・ひな壇すべり地区 

・液状化による流動地区 

17：00 【解散】 

・JR 仙台駅前にて解散 

 詳細は下記をご覧ください。 

https://hanteishi.org/post-4954/ 

 

６．（公社）地盤工学会出版物での「土の粒度試験」の誤記について 

 

 地盤工学会より下記の連絡がございましたのでお知らせいたします。 

 

関係機関の皆様 

                            公益社団法人 地盤工学会 

 日頃から地盤工学会の活動にご協力を賜り，誠にありがとうございます。 

弊会発刊の下記の学会出版物について，「土の粒度試験」の記載内容に誤りがあることが確認されておりま

す。 

詳細は弊会ＨＰにて、『「土の粒度試験」の記載内容の誤りについて』としてお知らせをしております。 

関係される皆様に、深くお詫び申し上げます。 

 

◆対象図書 

・「地盤材料試験の方法と解説（第一回改訂版）」（2020 年 12 月発刊） 

・「土質試験 基本と手引き（第三回改訂版）」（2022 年 2月発刊） 

 

◆ホームページ 

地盤工学会出版物正誤表関連のページ 

URL: https://www.jiban.or.jp/?page_id=676 

 

◆問合せ先 

https://hanteishi.org/post-4954/
https://www.jiban.or.jp/?page_id=676


公益社団法人地盤工学会 事務局 

基準部担当 

電子メール：chosaki@jiban.or.jp 

電話： 03-3946-8673 

 

2022 年 6 月 15 日（水） 

 

////////////////////////////////////////// 
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